
第４学年 道徳科学習指導案 

 

令和５年１０月４日（水）第５校時 

 

１ 主題名  仲間を守るきまり  内容項目【Ｃ 規則の尊重】 

 

２ ねらい  インターネットを介した学習から、インターネットでのきまりを考えることを通

して、約束やきまりがあってこそよりよい人間関係や集団生活が築けることに気

付き、進んで守ろうとする態度を育てる。 

教材名  「よろこびはだれに」（出典：彩の国の道徳「未来に生きる」埼玉県教育委員会) 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいや指導内容について 

  小学校第３学年および第４学年の【C 規則の尊重】の指導の観点は、「約束や社会のきまりの

意義を理解し、それらを守ること」である。３・４年生の段階では、気の合う仲間や集団の中

にきまりをつくり、自分たちの仲間や集団及び自分たちで決めたことを大切にしようとする傾

向がある。また、一人一人が身近な生活の中で、約束や社会のきまりと公共物や公共の場所と

の関わりについて考えることは少ない。そのような発達的特性を活かし、一般的な約束や社会

のきまりの意義や良さについて理解し、それらを守るように指導していくことが大切である。

さらに社会集団を維持発展する上で、社会生活の中において守るべき道徳としての公徳心を進

んで大切にする態度にまで広げていく必要がある。特に集団生活をする上で、一人一人が相手

や周りの人の立場に立ち、よりよい人間関係を築くことや集団の向上のために守らなければな

らない約束やきまりを十分考えることが必要である。 

 

（２）これまでの学習状況および児童の実態について 

  （略） 

 

（３）教材の特質や活用方法について 

 本教材は、ネットに上がった動画を手本にして縄跳大会の練習をし、大会へ向けての練習で

新記録を出し、喜びいっぱいで「人の役に立ちたい」との思いからネットに動画をあげたいと

思う主人公の気持ちを考えることでねらいに迫るものである。  

本学級の児童の実態を受け、主に次のことを中心に話し合うことにする。 

  ①「動画をネットにのせたい気持ちとネットにはのせたくない気持ち」の両方を考えること

で、ネットに動画をのせることのリスクと良さについて両面から考えさせたい。      

  ②「結果として、ネットを動画にのせられなかったわたしが、次の日に先生からの話を聞いて

考えていること」について、動画をネットにのせることにはリスクがあることを全員で考

えさせたい。 

 
 
 
 
 

 



４ 学習指導過程 
段階 学習活動・主な発問 ・予想される児童の反応 ・指導上の留意点 ☆評価の視点 時間 

導入 

１ 主題に対しての意
識を高める。 
・ネットで素晴らしい
動画を見つけたと
き、どんな気持ちに
なるでしょう。 

 
 
・すごいなと思う。 
・自分もやってみたい。 
・お手本にしたい。 

 
 
・動画の良さについて思っている

ことを話し合い、本時の教材に
つなげる。 

 

３ 

展開 

２ 本時の課題を知る 
 
 
３ 教材「よろこびはだ

れに」の読み聞かせを
聞く。 

 
４ 登場人物の気持ち

について考えること
を通してルールを守
ることについて考え
を深める。 

  
⑴新記録が出たとき
の場面 

・新記録が出たときど
んなことを思った
でしょうか。 

 
⑵動画をのせようと
している場面 

・動画をのせようとし
ているわたしは、ど
んなことを考えて
いるでしょうか。 

「ネットにのせたい
と思う気持ち」 

「ネットにはのせた
くないと思う気持
ち」 

 
 
 
 
 
 
⑶インターネットの
使い方について、先
生からの話を聞い
ている場面 

・ドキドキしているわ
たしは、今、どんな
ことを考えている
でしょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・うれしい。 
・動画のお手本をまねし

たからだ。 
・みんなで協力できたか

らだ。 
 
《のせたいと思う気持

ち》 
・私たちも他の人たちの

役に立ちたい。 
・よい記録が出たので、

すごいことを知って
ほしい。 

《のせたくないと思う
気持ち》 

・みんなの了解を取って
いない。 

・おうちの人に相談する
必要がある。 

・うれしいことだけれ
ど、顔をネットに出す
のは恥ずかしい。 

 
・動画をのせずに、きま

りを守ることができ
てよかった。 

・役に立ちたいと思った
けれど、わたしだけが
よければいいわけで
はなかったんだ。 

 
 
 
・状況が伝わるように読み聞かせ

をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・新記録が出たのは、素晴らしい

動画の手本があったからだと
いう気持ちに触れる。 

 
 
 
☆友達の考えと比べながら、「動

画をネットにのせたい気持ち
とネットにはのせたくない気
持ち」の両方の立場について、
様々な立場から考えている。 

 
・ネットにのせたい気持ちとのせ

たくない気持ち、それぞれの考
え方や感じ方について多様に
触れられるような板書をする。 

３２ 

終末 
５ 自己を見つめる。 
 ⑴本時の授業で大切

だったことをまと

 
 
 

☆きまりを守ることの大切さを
理解し、自分のこととして考
え、自らの気持ちを考え、今後

１０ 

きまりを守ることについて考えよう 



める 
・この時間の道徳の学
習で「心に残った宝
物」を書きましょ
う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑵教師の話を聞いて
考える。 

 
・ネットに動画をのせる

かを考えるときには、
自分だけではなくみ
んなの意見も聞き、の
せるかを決めること
で、きまりを守る必要
がある。 

・のせるほうものせない
ほうも理由があるが、
大人の人に聞いてか
ら判断することが大
切だと思う。 

 
①担任が関わった部活

の動画についての話 
②テレビに出演すると

きの話 

の生活に活かそうとしている。 
・「心に残った大切な宝物」を書か

せることで、きまりを守ること
の大切さについて理解を深め
られるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・発言は求めず、児童が考えを深

めることができるようにする。
発言をしたい児童がいるとき
には、自由に発言できるように
する。 

 
５ 他の教育活動との関連 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

総合（年間） 

・タブレットの正し

い使用について確

認している。 

（６月） 

・スマホ・携帯安全教

室でネットモラル

について学ぶ。 

事前指導 
 

 

（７月） 

教材名「雨のバス停留所で」 

・きまりやルールは、みんなが気持ち

よく生活するためにあることを理解

し、進んできまりを守ろうとする態

度を養う。 

（１１月） 

教材名「道子の赤い自転車」 

・公共の場でのルール違反について考

えることを通して、約束やきまりに

よって自分たちの生活が守られてい

ることに気付き、進んで守ろうとす

る態度を養う。 

道徳科 
 

 

特別活動 

（年間） 

・約束や決まりがあ

ってこそよりよい

人間関係や集団生

活が築ける態度を

育てる。 

体育（二学期） 

・きまりを守って、手

本動画等を正しく

活用できるように

する。 

 

事後指導 

 

 

・学級通信や学級懇談会等で学級の課題やよさを知らせるとともに、家庭でもネットの使い方につい

て話し合ってもらう。 

家庭・地域社会との連携 



６ 評価の視点 
 
 【物事を多面的・多角的に考えている様子】 
 ・友達の考えと比べながら、「動画をネットにのせたい気持ちとネットにはのせたくない気持

ち」の両方の立場について、様々な立場から考えている。 
 【道徳的価値についての理解と自分との関わりで深めている様子】 
  ・きまりを守ることの大切さを理解し、自分のこととして考え、今後の生活に活かそうとして

いる。 
 
７ 板書計画 
 
 
 

 
 
 

 
 
― 

 


